
【発行】 【定価】本体2,500円［＋税］［A5判・252頁・並製］

石堂 典秀
大友 昌子
木村 華織
來田 享子  編著

知の饗宴としてのオリンピック

本体価格2,500円＋税

石堂 典秀／大友 昌子／木村 華織／來田 享子
ISBN978-4-87168-594-8

CONTENTS
　　築かれしもの
第 1章　国際オリンピック委員会（IOC）の法的地位
 石堂 典秀
第 2 章　オリンピックの経済効果
 中山 惠子／白井 正敏／山田 光男／藤川 清史
第 3 章　オリンピックとミュージアム
 亀井 哲也
　　夢と現の狭間で
第 4 章　オリンピックと身体
 近藤 良享
第 5 章　公開情報から読み取れるソチオリンピック：期待と結果
 ペトリシェヴァ・ニーナ
第 6 章　女性アスリートにみるキャリア継続とライフコース選択
 木村 華織
　　未来を求めて
第 7 章　オリンピック・アジェンダ 2020 を読む
　　　　　―東京大会には何が求められているのか―
 來田 享子
第 8 章　変容するパラリンピック
 大友 昌子
第 9 章　異文化としてのオリンピック：
　　　　第 3回セントルイス・オリンピック大会「人類学の日」から
 渋谷 努

奏

酔

展

2016年12月発行

知の饗宴としての
オリンピック

スポーツは、自由な身体の世界や、身体的

な闘争を理性によって制御する術を探し求

める文化として、古代から人々に引き継が

れてきた。オリンピック・パラリンピック

は、数千年におよぶ継承のうちの、ひとつ

のかたちである。この高度に制度化され、

しかし混沌とした文化事象について、複数

の学問領域が対話するためのパラダイム

は、おそらく無限に存在するだろう。本書

がそのようなパラダイムのひとつを提示で

きればと考えている。　　　 （本書「序」より）

9つの語りが響き合う、
饗宴から読み解く


